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第

回 

 

健
大
高
崎
元
コ
ー
チ 

狙
う
は
夏
の
甲
子
園 

 
 
 

※
２
０
２
４
年
６
月
の
毎
日
新
聞
記
事
を
元
に
し
た
文
章
で
す
。 

校
閲
し
、
直
す
べ
き
と
こ
ろ
を
指
摘
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

 

第

回
選
抜
高
校
野
球
大
会
（
毎
日

新
聞
社
な
ど
主
催
）
で
優
勝
し
た
健
大

高
崎
高
（
群
馬
）
の
コ
ー
チ
兼
副
部
長

だ
っ
た
赤
堀
佳
敬
さ
ん
が
、
４
月
か
ら

静
岡
県
磐
田
市
の
磐
田
東
高
監
督
に
就

任
し
た
。
盛
岡
大
付
高
（
岩
手
）
や
健

大
高
崎
と
い
う
甲
子
園
常
連
校
で
の
コ

ー
チ
経
験
を
生
か
し
、
今
月

日
に
開

幕
す
る
全
国
選
手
権
群
馬
大
会
で
甲
子

園
出
場
を
目
指
す
。 

 

赤
堀
さ
ん
は
静
岡
県
三
島
市
出
身
。

伊
豆
中
央
か
ら
中
京
大
へ
進
み
、
内
野

手
と
し
て
プ
レ
ー
し
た
。
大
学
卒
業
後

に
体
育
の
講
師
と
し
て
赴
任
し
た
県
立

磐
田
南
高
で
コ
ー
チ
を
務
め
た
後
、
２

０
１
７
年
か
ら
盛
岡
大
付
、

年
か
ら

は
健
大
高
崎
で
主
に
打
撃
を
指
導
。
両

校
で
甲
子
園
出
場
を
春
夏
通
算
６
回
経

験
し
た
。 

 

磐
田
南
野
球
部
は
、
夏
は

年
の
静

岡
大
会
準
優
勝
が
最
高
成
績
。
赤
堀
さ

ん
を
監
督
に
迎
え
入
れ
た
石
川
佳
彦
校

長
は
「
ベ
テ
ラ
ン
監
督
と
い
う
選
択
肢

も
あ
っ
た
が
、
若
く
て
甲
子
園
に
精
通

し
た
赤
堀
先
生
な
ら
『
磐
田
か
ら
甲
子

園
』
の
目
標
を
達
成
し
て
く
れ
る
と
思

っ
た
」
と
期
待
を
賭
け
る
。 

 

健
大
高
崎
は
３
月

日
の
セ
ン
バ
ツ

決
勝
で
、
報
徳
学
園
高
（
兵
庫
）
を
３

―
２
で
破
っ
て
初
優
勝
。
赤
堀
監
督
は

閉
会
式
後
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
選
手
ら
に

胴
上
げ
さ
れ
た
後
、
翌
４
月
１
日
午
後

に
群
馬
県
高
崎
市
に
帰
っ
た
。 

 

４
月
３
日
に
マ
イ
カ
ー
で
３
０
０
㌔

以
上
を
走
っ
て
、
午
後
３
時
ご
ろ
に
新

し
く
借
り
た
静
岡
県
袋
井
市
内
の
ア
パ

ー
ト
へ
。
４
日
は
朝
か
ら
磐
田
東
で
職

員
会
議
に
出
席
し
、
着
任
の
あ
い
さ
つ
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を
し
た
。
５
日
に
は
上
京
し
、
親
交
の

あ
る
元
プ
ロ
野
球
ヤ
ク
ル
ト
選
手
、
監

督
の
宮
本
慎
也
さ
ん
と
夕
食
を
と
も
に

し
て
優
勝
を
祝
福
さ
れ
た
。
宮
本
さ
ん

か
ら
は
以
前
か
ら
「
監
督
に
な
る
チ
ャ

ン
ス
は
、
な
か
な
か
無
い
。
大
変
な
こ

と
も
あ
る
だ
ろ
う
け
れ
ど
乗
り
越
え
れ

ば
大
き
な
財
産
に
な
る
」
と
激
励
さ
れ

て
い
た
と
い
う
。 

 

磐
田
東
の
野
球
部
員
と
の
顔
合
わ
せ

は
７
日
。
選
手
ら
は
前
日
、
前
任
監
督

の
基
で
春
季
東
海
地
区
大
会
静
岡
県
地

区
予
選
を
勝
ち
上
が
り
、
同

日
か
ら

の
県
大
会
進
出
を
決
め
て
い
た
。
初
采

配
ま
で
ち
ょ
う
ど
２
週
間
。
最
初
の
１

週
間
は
宮
本
さ
ん
の
助
言
に
従
い
、
黙

っ
て
見
守
っ
た
。
次
の
１
週
間
は
「
走

塁
は
短
期
間
で
一
番
変
わ
れ
る
か
ら
」

と
、
離
塁
・
帰
塁
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど

走
塁
の
基
本
を
教
え
た
。 

 

磐
田
東
は

日
の
県
大
会
２
回
戦
か

ら
登
場
し
、
静
岡
学
園
高
に

―
０
で

五
回
コ
ー
ル
ド
勝
ち
し
て
、
夏
の
静
岡

大
会
の
シ
ー
ド
権
も
獲
得
し
た
。
エ
ー

ス
の
寺
田
光
（
３
年
）
が
完
封
し
て
１

番
打
者
の
堀
場
稜
司
（
同
）
は
３
安
打

３
打
点
。
先
制
の
２
点
適
時
三
塁
打
を

放
っ
た
４
番
の
吉
沢
誠
基
（
同
）
は
「
内

角
低
め
の
真
っ
す
ぐ
。
完
壁
な
当
た
り

で
、
取
れ
る
と
こ
ろ
で
点
が
取
れ
て
う

れ
し
い
」
と
喜
ん
だ
。 

 

し
か
し
、
試
合
後
の
赤
堀
さ
ん
は
厳

し
か
っ
た
。
球
場
外
の
駐
車
場
で
円
陣

を
組
む
と
「
吉
沢
も
堀
場
も
ナ
イ
ス
バ

ッ
テ
ィ
ン
グ
な
ん
だ
が
、
ボ
ー
ル
球
は

見
送
っ
て
ほ
し
か
っ
た
」
と
切
り
出
し

た
。
「
相
手
投
手
の
レ
ベ
ル
が
上
が
る

と
そ
ん
な
に
打
て
な
く
な
る
。
（
余
計

な
球
数
を
投
げ
、
打
者
に
）
有
利
な
カ

ウ
ン
ト
で
攻
め
な
い
と
。
そ
こ
を
我
慢

で
き
れ
ば
、
い
い
選
手
に
な
れ
る
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。
浅
井
雄
亮
主
将
（
同
）

は
「
い
い
投
手
が
い
る
の
で
守
り
勝
ち
、

走
塁
を
絡
め
て
点
を
取
り
に
い
く
野
球

を
し
た
い
」
と
話
し
た
。 

 

日
の
３
回
戦
で
は
、
伝
統
校
の
静

岡
校
に
２
―
４
で
競
り
負
け
た
。
赤
堀

さ
ん
は
「
夏
に
向
け
て
課
題
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
。
走
塁
、
守
備
、
打
撃
な

ど
細
か
い
点
を
詰
め
て
底
上
げ
を
量
り

た
い
」
と
前
を
向
い
た
。 

 

盛
岡
大
付
・
関
口
清
治
、
健
大
高
崎
・
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青
柳
博
文
両
監
督
か
ら
学
ん
だ
こ
と
は

「
選
手
の
長
所
を
生
か
す
」
。
恩
師
２

人
の
監
督
就
任
年
齢
が
自
身
と
同
じ

歳
だ
っ
た
こ
と
に
も
「
運
命
を
感
じ
る
」

と
赤
堀
さ
ん
。
「
甲
子
園
で
恩
返
し
が

し
た
い
」
と
、
両
校
と
の
対
決
を
夢
見

る
。

  
 


